












































































































































































































































































究の指導を続けるかたわら， 37年には 2月と 5月の 2 に出張された。光伎がお体の変調を










































































































































































































































































































































fニ， として にもなっていた9 しかし， にも，昭和52年 i
月病のために先生を失った。
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昭和28. 8. 1 
昭和3.4. 1 









昭和37.4. I 文部省令第17号により， れる。
昭和37. 7. 1 （教養部跡）に移転する。
れる。
昭和38.4. 1 文部省令第1号により，地形土じよう および内水災害訪止研究部門が設霊され
る。
グ 従来の第 l部門，第2部門，第3部門の名称が各々地震動，河JI！，耐震構造に改称される。










昭和45. 5. 16 防災研究所研究部および事務部が宇治市五ケ庄に統合される。






























（ 吋可（震災風災 ω 山物JlJ墜
教授棚橋 諒，犠！毛義合毘牢






3. 奈良 f哉 の 3ノ小ζ 選 g 
現在（昭和56年7月1日現在）
所長芦田和男
教 授 助教授 講（非常勤師） 助
地震 動部門 i古JI 宗治；入倉孝次部 赤松松波
微小地震部門 岸本兆方 尾池和夫 渡辺邦彦 孝子
地かく変動部門
高田 古j事 保 竹本諺三 多津
小津 大谷丈夫 秋男
三雲 縫 田中寅夫 加藤
地震予知計測部門 安藤
塑性構造耐震部門 野中泰ニ部 中村 武
覧性構造耐震部門 若林 賞 ；；長原悌三 j六田京子
i副長基礎部 1] 佐！捺忠｛言 三三浦 房紀
地盤 部 lj
罷技治郎； ；鈴木
砂 防 音5 19 





j司屋 B主 [il] 太郎
士屋 秀雄義号袋一人明時品持 河川 恵昭 安EU 孝志
海岸災害部門！題司
岩垣
地盤災 部 P') I 丘木おむ山J 足立紀尚 清水正喜
赤井 八If！鳥 淳
地形土じよう災害部lj i 呉国 i清夫 奥西一夫 平野
地すべり部門
島 j邑15！~ 佐々 恭二 渡
石崎滋雄結 JI民j台 谷池義人！ i羽野淳介i林 理恵、
jfli風構造部門；白石
中村
災害気候部門；； 中島暢太郎 田中 iE昭哲l 哲雄技JI井上


































































職 員教 官専任 92名，併任・研究担当・客員教員 25名，非常勤 7名
事務官 21名，技宮 42名，非常勤 15名
大学院学生博士課程理 10名，工 4名 修士課程理 9名，工 38名









教授 3，劫教授 2，勤手 3，事務官 l，雇員 3，傭人 2，計14名
昭和26年度 行政整理のため，
雇員 l名減
昭和28. 8. 1 水理実験所設濯のため，
助教授 i，助手 l，麗員 2，増：傭人 l，減計3名増
昭和29.4. 1 研究所整備のため，
助教授 l，助手 l，麗員 2，計4名増



















技官 1, J高員7，増：雇員 l，減計7名増
昭和37.4. 1 地盤災害防止部門設置のため，





































教授し助教授し助手2，雇員 l，計5名増，助手 i，傭人 l，計2名誠
昭和49年度 宮崎地殻変動観測所の設置，桜島火山観測所の整備及び部課制の実施並びに定員削減により，





3. 手il. 選 7 
昭和52年度 暴風雨災害部門の設置及び定員削減により














概橋 ij)jt 26. 4. 21～ 28. 4. 30 
速＊翠i一良［S 28. 5. 1～ 30. 6. 15 
矢野 j券 jf 30. 6. 16～ 32. 4. 30 
j車 J.k 全員 … 虫［S 30. 8. 26～ 30. 9. 27 （事務代理）
西村 英 32. 5. 1～ 34. 4. 30 
矢野 勝 iE 3. 7. 16～ 3. 9. 3（事務代理〉
指j 橋 よ日ユ与今、 34. 5. 1～ 36. 3. 31 
西村 英 34. 1. 30～ 35. 1. 1 （事務代理）
佐々 ：壱； 36. 4. 1～ 38. 3. 31 
石原磁次長15 38. 4. 1～ 40. 3. 31 
棚橋 ；ごj），コa、命 38. 8. 31～ 38. 9. 30 （事務代理〉
速水領 自己 10. 4. 1～ 41. 3. 31 
石原藤次郎 41. 4. 1～ 43. 3. 31 
矢野 ）！券 JI." 42. 9. 4～ 42. 9. 21 （事務代狸〉
矢野 勝百〈 43. 4. 1～ 44. 4. 30 
石 1!/;J 滋雄 44. 5. 1～ 46. 4. 30 
矢野 勝正 45. 10. 17～ 45. 10. 31 （事務代理〉
村山 朔虫rs 46. 5. 1～ 48. 4. 30 
古川 市治 48. 5. 1～ 50. 4. 30 
石原 安説t 50. 5. 1～ 52. 4.30 





54. 5. 1～ 56. 4. 30 




氏 名 事 項 てヲ の 後 の 移 動
26. 4.21 石原藤次郎 兼任教授（工学部〉 47.3.31退官， 54.10.2死亡
5. I 小林年夫 工務員（採用〉 36. 4. 1技術員に配置換， 37.10. 1 
6. 1 小津泉夫 助教授（採用〉 ~§:t 1r 理研学究部担へ当配（理輩学換部，併教任授助〉教授
II II I高田理夫 助手（採用〉 34. 3. 1助教授昇任， 40.4.I教授昇任
6. 1 I横尾義貫 兼任教授 究議；工：・所－員：・学へ．，部：配5教非i置授常~.換2勤3；.，講工辞出3学師1職．部2併（名（任工よl古併解学り屋配部任札大置教）学，協換授5｛議〕＇！.，工2員：：学，研研：・究6究l併担工所任当芋）解教，研協授除
6. 16 石暗殺雄 28.4. 16任助教授（神戸大学より配誼換）， 34. 3. 1 教授昇
28. 5. 1 村山期郎 併任教授




10. 1 I溺司秀明 i助手（；采用） 3 3. 16 6 
（〈現理学学部部 41. 9. 1 
29. 3. 1 今井 作業員（採用）
29. 36. 4.辞1技職術員に配置換， 37.10. 
3. 31 
5. 16 I樋口 i児生 助手（採用〉 36.4. I 助10教.1授併昇任任非, 47. 10. 1 出， 47. . 常勤講師，
6. 1 I岩塩雄 併任助教授 昇3〔工1.任学6.，部＼助教3.教8授授）.1 工（学工部学部へ配よ置り配換置，4換3.λ8f5' 
36.4. 1 
ググ I;j＼摺鐸一 併任助教授 併昇（工任学解，部4除教1.』人ノ，
30. 4. 1 赤井浩 35. 3. 1 4工9学.4.部1へ併配任置教換授, 41. 5. 1 教授）， , 52. 3. 
31. 7. 1 角田吉弘 作業員（採用） 36. I. 1躍昇任， 37.10. 1技官に任官
32. 6. 1 岸本兆方
3. 4. 助4教0.4授．昇1教任授（理昇学任部（理よ学り部），3よ9.り＼1理学部へ
6. 16 古川宗治 37. 2. 1教授昇任
3. 4. 16 津 l鳴吉男 36.4. 1辞技術職員に配置換， 37.10. 1技官に任’古，56.4. 1 
5. 1 一コゴ一・ 径コ1'i? 健 35.4. 1助教授昇任（盟学部より），48.5. 16教授持住
6. 1 西 iE 男 34. 7. 1技官に任官
34. I. 1 小林 3成 臨時用務員（採用〉
36. 4. I :J村正補佐誌記器地.37.4. 1技能詰， 40.10. 
5改姓
3. 1 角屋 日空 助手 Cf采用） 35. 4. 1 39. 1. 1教授昇任
4. 1 金多 潔 39.4. 1工5学5.部3.へ配解置除換， 40.10. 1研究担当（工学部教授） 31 
?3. 9 
名 事













36. 1. 1 
2. 16 
2. 26 

























































































39. 1. 1併任解除， 40.12. 16研究担当
37.4. 1技龍員， 43.1. 1 
41. 10. 1許任助教授（二！：
（工学部より〉
36.4. 1 ］出教授昇任， 39.3. I 
併任場教授（工学部） 48. 4. 
40.1. 1 助教授昇任
36. 2. 16技能員配置換， 43.1. 1技官に任官
36. 4. 1 助教授（名吉j盈工業大学より配霞換），
42. 10. 1工学部へ配置換， 42.10. 1併任助教授（工
学部）， 43. 10. 1教授昇任（工学部より〉
44.4. 1併任講師， 44.8. 1助教授昇任（理学部よ
り）， 48. 11. 1教授昇任
37.4. 1技能員に配置換， 43.1. 1技官に任官
37. 4. 1技能員に配置換， 43.1. 1技官に任官
37.4. 1技諮員に配置換， 41.6. 17改性（小泉），
43. 1. 1技宮
37. 4. 1技能員lζ配霞換， 43.1. 1技官に任’古，
43.5. 25改性（中村〉




39.4. 1 助教授昇任， 52.5. 1教授昇荘
37. 4. 1助教授（工学部より配置換）， 40. 4. 1教授
昇任
38. 4. 1助教授（｜荷山大学より担問換）, 39. 1. 1教
J受昇任
39. 4. l{:H：任助教授
38. 4. 1助教授昇在（理学部より）， 47. 4. 1教授釘1.
任
l総務主任， 52.4.1 
50. 5. 1 助教授持任
4~. 3. 1 j五島大学講師に転出，
師， 46.3. 31 1f任解除， 54.2. 
より記~t換）
38. 11. 9改姓（／；j¥:fl), 39. 1. 1事務員に配置換
43. 1. 1事務官に任官
48. 1. 1事務官’に任官
39.4. 1助教授（工学部より配置換）， 39. 12. 1教授
昇荘
56. 6. 1助教授昇侵




41. 4. 1助教授昇任， 45.10. 1信州大学へ転出，
46.4. 1併任非常勤講師， 48.3. 31併任解除，
51. 5. 1併任非常勤講師56.3. 31併任解除
46. 8. 1教授昇任
53. 3. 30退職
41. 4. 1事務官に任官， 45.7. 1技官に配誼換
38. 5. 16 
10. 16 




















?? ?? ?? ??
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49. 1. 1研究担当44.4. 1 
40.4. 1助手昇任
43. 1. 1技官iζ任官
50.4. I研究担当， 53.3. 31 jg判捺
43. 5.1技官iζ任官
40. 9.1技官に任官， 43.7. 1教務員（技官）に配罷
換， 46.4.1助手昇任
40.4. 1理学部へ配寵換， 40.6. 1 {Jj：任助手， 46.4.1 
助手（理学部より〉
43. 1. 1事務官に任官， 46.7. 1技官に配置換
43. I. I事務官に告官
48. 1. 1事務官に任官
43. 1. 1事務官に任官， 52.4. 1 
51. 3. 31辞職， 52.4.1非常勤講師（採用〉，
56. 3. 31 5.長l!法
54. 6. 1教授昇任
42. 4. 1 




43. I. 1事務官に任官， 47.9. I技官に罰百出会




47. 5. 1 
53. 4. I 
4. 1 
48. 1. 1ヰj:j:的支に任官





41. 9. 1技術員に配置換， 43.1. I技官に任官
49. 4. 1工学部へ配置換， 49.8. 1研究担当















42. 2. 1 
4. 1 
12. 1 
43. 1. 1 
4. 1 
6. 1 
































































































42.4. 1併任教授〈工学部）， 50. 4. 1研究担当
42. 4. 1事務補佐員に配置換，48.1. 14改姓（中JI!)
51. 12. 15辞職
41. 9. 1技術員に配置換， 43.1. 1技富に任宮
48. 1. 1 助教授昇任・
46. 8. 1 技官に｛壬r§
43. 1. 1事務官に任宮， 45.7. 1技官に配置換
55.4. 1群馬大学助教授に転出， 55.5. 1併任非常勤
講師
52. 3. 31 先手i徐
47. 12. 1技官に任官
43. 1. 1事務官に任官
45. 7. 1事務官に配置換， 48.9.I技官に配設投
42. 6. 16技能員に配置換， 43.1. 1技官に任官
43. 1. 1技官に任官
43. 1. 1技官に岳官
50. 4.1工学部へ配置換， 50.4. 1併任助教援，
51. 4. 1教授昇任（工学部より〉











49. 5. 1助教授昇任， 51.4. 1愛媛大学へ転出，
51. 4. 1併任非常勤講師， 55.3. 31併在解i珠
12 
氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動
44. 7. I 広里子秋男 ノiヨuヨl三斗l rnrn=n 46. 7. 1 技能補佐員に配i泣換
8. 1 内山 1三i司1,. 技術補佐員（採用） 45.9. 1 技官lζ配置換
IO. 1 土居 ア乙 助手（採用〉
12. 1 松村かづ二子 臨時用務員（採用〉
45. 1. 1 技 JI 出資 助手（採用）
4. 1 大槙 It. Zt 助手（採用） 54. 3. 16 農林水産符にllii.~tl11
／／／／ Jl 祐 助手（採用） 53. 6. 30辞職
／／／／ ｜小野 i寺尉 併任助手（理学部） 50. 4. 1研究担当
／／／／ I i土i中良和 併任助手（理学部） 47.3.31併任解除， 50.4.1 研究担当
／／／／ 須藤靖明 併任助手（理学部） 50. 4. 1 ti耳ラr¥:t!J.当
5. 16 渡辺邦彦 助手（採用）
6. 16 山口 'f[i. - 仕1λ官担（化よ学り配研究置所換1／ 
7. 1 大木まゆみ 事務補佐員（採用）
I 49. 10. 5改辞姓職 （野測）， 49. 1. 16事務自由換，
52. 7. 31 
46. 4. 1 早瀬 封t 助手（採用〉
／／／／ ｜下 j詰築 助手（採用）
ググ i清水正 技官（採用） 47. 3. 31 時職， 53.4.1助手（採用）
／／／／ I 討項 目1 惑 事務官（採用） 56.5. 25改姓（久ti木）
／／／／ I ｛：｝：友見iJ 彦 併任助手（ぎ封鎖的 49. 4. I 1)j：任助教綬， 50.4.1研究担当
9. 1 市 JI！信夫 技官（採用）
47. 4. I 鈴木祥之 助手
／／／／ i赤絵純平 拍手
ググ｜河井宏允 助手（採Jr]) 52. 3. 31 ;I判融
ググ IFl :(i 成人 併任助教授（工学部） 50. 4. 1研究担引（工学部教授〉
ググ i 長尾孝子 事務補佐員（採用〉
／／／／ 並 Jl 広美 事務補佐員（採用） 48. 12. 6事務官lζ配置換， 53.9. 30辞職
6. 1 松村 男 助手（採用）
／／／／ 北村宏之 施設掛長（蒜部より）
9. 16 亀山由大 事務官（採用〉
10. 1 清水！導樹 技宮（採間〉
1. 1 文字信：段 非常勤講師（採用） I 48壬肱 51年度非常勤講師山OI劫教授（採用〉
48. 1. 16 藤木繁男 土3λI；佐同i’（農配学置部換より1／ 
4. I 藤田裕一郎 WJ手〈採用〉
／／／／ i 江主ri進治 助手（採用〉
ググ i野田 均 技官（採用）
／／／／ 小林芳 1[ 助教授（採用〉 I 56. 4. 1 
6. 1 吉 i司 助手（採用）
7. 1 ｛出 為成 助手（採用〉
?3. 組 選 13 
名 事 項 その後の移動
50.4. 1研究担当









































































ググ！中野八江 i 事務補佐員 0采用）
II II I 梶 JI¥ I』ヰ 子 ［事務補佐員（採用）
ググ i片山富 [I古 i技術補佐員（採用）
5. 16 I 諏訪
1. 1 I末峯
ググ！足立紀尚
51. 1.16 I倉貫孝 jf
s. 16 I長井 徹
























52.4. 1 55.4. 1非常勤講師
53. 3. 31辞職
55.4. 1結核l旬部疾患研究所摂務挽長に配置換
52. 4. 1 
55. 1. 16 
54.4. 13辞職
54.4. 1辞職
56. 6. 16 
55. 10. 1助教授昇任
14 1 t、｝』L、
氏 名 事 項 そ の 後 の 移 動
51. 4. 1 I 三浦房紀 劫手（採用〉
グN i久下俊夫 助手（採用） 53 . 4.1消防庁へ転出
ググ j 寺石翼弘 助手（採用）
ググ！近藤和子 事務補佐員（採用） 52. 7. 31辞職
／ノ／／ 中杉敬子 事務補佐員（採用） 53. 12. 15辞職
6. 1 牧野芳子 事務補佐員（採用） 54. 8.30辞職
9. 1 成田泰子 事務補佐員（採用） 52. 6. 30辞職
12. 1 村上愛子 事務補佐員（採用） 53. 2. 15辞職
52. 4. 1 北村良介 助手（採用） 54. 6. 1鹿見島大学講師に転出
ググ｜山下隆男 劫手（採用〉
ググ i 林 泰 助手（採用）
ググ i 岡崎安雄 問機（室主要より） I 55. 4 1工学部同誼換
ググ！架元一一ニ 事務補佐員（採用）
ググ I !71:j 村 jil 研究担－~（理助学教部授｝／ 
5. 1 11 fl占大和
7. 1 谷池 人 助手（探j召）
／／／／ 小田 1$i 事務補佐員（採用）
8. 1 北田裕紀子 事務補佐員（採用〉 55. 1. 19辞職
10. 1 森 1立犬 53. 1. I経理主任に昇任
53. 4. 1 六悶 事務補佐員（採用）
ググ｜民間 研究組当（理助学教部授｝／ 
II II 黒磯 ヨと 研究担当（理学部助手）
1. 1 大西行雄 助手（採用） I 56. 3. 31 i判
54. 2. 16 池淵 j司 教Pλ（工よ学り部昇助任教授｝／ 
4. 1 大年邦雄 助手（採用）
ググ i 山本！煩 助手（採用〉 55. 3. 31辞職
II II I 位ノ花 良E 事務部長（理長学よ部り事昇務任｝／ 56.4. 1辞職
ググ l 藤 j宰正之 課経理長（農林学よ部り配j）討属殻換iJ[習1／ 56.4. 1理学部事務長に配置換
ググ i 田中秀 技能補佐員（採用） 56. 3. 30退職
II II I平野呂繁 非常勤講師 Ct采用）
ググ I 渡 正子三 非常勤講師（採用〉
II II I tYP 哲雄 併任非常勤講師（惣）
7 1 藤原悌三 助教授（工よ学り部昇講任師｝／ 
8. 1 問中 iーE 併任講師（筑波大学）
55. I. 1 中西 リム イ井在教授（山口大学） I 55. 3. 31併任期間満了
2. 1 4本 理恵 事務補佐員（採用〉
3 長1:i 主 の 変 選 15 
氏 名 事 項 J、Z曲 の 後 の 移 動





ググ i 福島義 lYJ 経品理長（放セ置射換ン線タ生物よ研り配究i) 
8. 1 l問中宏平 ｛兵士担教授（九州大学）
56. 4. 1 中川 助手（；采用）
／／／／ ：八 I［鳥 ！享 助手（探用）
／／／／ i石垣恭輔 助手 0采用）
／／／／ I ;j＼尻手I] j台
／／／／ ！手：；ーヂi二良／f
／／／／ I Jft J~去｛事政く
＂ドP己、lcLo--‘ノブ1-1J.
6. 1 I i左々恭 功教十λづ（l農よ学り部昇摂i出手1) 









装置維持費については，新規のみ事項及び金額を個別に 的属施設整舗費 6,029 
計上し，既定分については，事項を省Il各し経費のみ一括 設備充実費 3,809 
計上した。 吉松観測室機器整備 2,000 
昭和46年度 （千丹） 有品誤tl用テレメータ I, 809 
予算額 458,562 特別事業費 7, 797 
人件費 200,517 地殻構造研究経詮 1,374 
物件費 192,645 びわ湖水文観測経費 6,023 
職員旅費 1,534 鳥取教小地震観測所経費 400 
自動車購入費 2,020 i討属施設経費 18,507 
事務連絡用 642 特殊装霞維持費 23, 138 
観樹用自動車（地盤震害研究部門） 642 既定分 17,631 
／ （白浜海象観測所〉 736 新規分 5,507 
教官当積算校費 90,535 人為地震発生装置 3,513 
教官研究旅費 2,448 地震応答計誤！J装霞 705 
受託研究費 海岸波浪シミュレータ 1,289 
鏑アーチ支保工に関する調査研究 2,080 工場経費 927 
学生当積算校費 I, 951 特別経費
特殊装置設備費 桜島火山観測所三点観測設備 3,113 
主主制用テレメー タ 11, 686 奨学交付金 1,001 
16 1章総
庁費その｛也 4,531 





























































































自浜海象観測所潮位計等設｛詣復1= I, 880 
桜島火山観測所通信線復！日 324 















































II ジープ（上宝地殻変動観測所） 782 





3. 組 織 の 17 
200 物件費 355,645 
2, 768 I, 299 
特別設｛詣費 16,964 教官当積算校費 136,592 
データ処理．装置 2,880 教官研究旅費 3,699 
3,840 受託研究費 1,300 
電子計算機周辺機器 2,880 土石流に関する調査及解析 I, 000 
河川実験用大型給砂装践 4,320 地山のク 1) プ測定に関する研究 300 
I, 344 特別経費 1,250 
自動遠隅撮影記録解析装置 1, 700 受託研究員経費 400 
学生当積算校費 3,989 
微小地震研究部門 七800 特別設備費 23,685 
特別事業費 9,055 グラフペン座標測定装置 6,338 
地殻構造研究費 1,604 スペクトノレ分析装寵 5,655 
びわ湖水文観測経費 7,451 地殻変動測定装置 2,242 
1,926 パルス波高｛産分析器 1,950 
i高時事業費 11,552 アナログ式磁気記録装寵 4,200 
医i諜ダイナミックス計画 1,271 浅海用 STD 3,300 
地球大気開発計TI!Ji 10,281 附関施設新設設備費
特殊装誼維持費 25,555 宮崎地殻変動観測所 1, 700 
既定分 25,089 附属施設整備設備費
新規分 桜島火山観測所 37,050 
466 特別事業費 9,338 
電子計算機経費 1,843 地殻講造研究費 1, 611 
電子計算機等惜料 15,598 びわ湖水文観測経費 7,727 
工場経費 996 2,267 
i討属施設経費 25, 137 間際共同研究等経費 3,180 
外国旅費 580 国際地球夕、、イナミックス計回 1,086 
3,500 地球大気開発計額 2,094 
f子費その他 6,859 臨時事業費 29,686 
営繕費 2,748 火山地震観測事業 22,664 
上宝地殻変動観測所観測坑道等整備 1,248 関東東海地域地殻変動特別事業 7,022 
接島火山観溺所屋内電気配線改諺 1,500 特殊装置維持費 28,324 
科学研究費補場金 64,620 電子計算機経費 1, 791 
自然災害特別研究 (1) 25,500 電子計算機等措料 17,016 
／ (2) 5,600 工場経費 932 
特定研究 (1) 4,500 26,759 
総合研究 (A) 3,000 特殊経費
／ (BJ 600 活火山における熱分布測定に要する
般研究 (BJ 14,030 経費 5,106 
II (C) 2,700 建物新営設備費
／ (D) 1, 110 北陸徴小地震観測所 924 
奨励研究 (A) 1,380 外国旅費 566 
試験研究 (1) 1,850 2,400 
／ (2) 4,350 庁費その他 6,392 
昭和49年度 〈千円） 営繕費 681 
予算額 847,326 681 




























































































































































































































































































































































試験研究 (2) 4,680 
昭和53年度 （千円）
予算額 1,246,469 










































































































































X-Yプロッタ 2, 700 















































































































グ 自動車（白浜海象観測所〉 し000 
自動車交換差金 3,000 
観測用自動車（桜島火山観測所〉 1,500 











































































Ji"費その他 17, 676 
営繕費 乙755



































63,900 83,950 64,620 65,530 57‘280 科学研究費補助金








173,450 169,070 76,020 46,020 47,420 科学研究費補助金
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名 称 所 在 よ也
宇治研究室 京宇都治市大学五宇ケ治庄構内
験宇所治Jil?k理実 京槽都市伏見区横大路下三














134 建延 134 
134 134 
向上鹿川西児ポ島ン県プ室姶良郡音松町
8 建延 8 8 8 
引ノ平児赤水観島県測引鹿室ノ児平
5 













古里鹿村潮児位島観市測古室里町字下野 3 3 













































名 和1 J折 在 I告












1測忠所島地すべり 182 182 
知日・il1l呼守 1c:;,1 




































































































大西和浦歌観山説室 55.971 5.10i I ノ
山甫西j兵大手：大iFB° ！（グ）
屯鶴蜂地殻 i 218.181 / 


















































































































































5. 刊 fj- 物





凶JBulletin of the Disaster Prevention Research Institute 欧文， B5版，昭和26年から昭和391ドまでは不定期予j
行で， Vol.13.論文番号 No.70まで刊行。 l[i布139年以降I併143年までは年4問刊行，内 lli:H ~ま抄銭楽で， Vol.
17. Part. 4.論文番号 No.129まで刊行。昭和43年以降昭羽J471rl三までは年5回刊行，舟 iITUは抄録集で， Vol.
21 Part. 5論文番号 No.196まで刊行，昭和47年以後年4ln二刊行，昭和何年7月までに Vol.31. Part. 2. 論
文番号 No.280まで刊行
(B）京都大学防災研究所年報































































































































赤松は近畿地方とその周辺で発生する小地良の民総スペクトルを Codapartsから求め， Stressdrop, Sour・cedi掛
3. 徴 37 








































































































































































































昭和39年に若林 1&.l＇教校が部 l"J主任となってからは昭和40'1ドに助教民となった野i1袋二郎， l(fli39年から昭和431f


































































7こ。まfこ，コンクリート コンク 1）ー ト らかにすることによって
地震時耐力，変形能力の評1tlilζ新たな視点を♀えた。鉄筋コンクリ…トの脆さを象徴する柱のせん断破壊を抑止し，








































































































































































































































































































































































































































土屋は昭和50年7月より 1ヶ年および53年8月より 2ヶ月間，関連（UN:Qね； イ…ン有ネ
水工研究所に滞在し，海岸侵食調査と技術者の養成を通むて技術援助に当った。また，昭和51年1月より 6ヶ月間，
西オーストラリア大学に客員教授として滞在し，、海岸侵食制御と有眼振1高波理論に関する協同研究を行ない，その継
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本部門設問、＂1初の研究特の時成は教授Till釘授雄， 1H壬殺iをJ:HiJ己義iせ， WJ教授会多出， {H：但助教授山元龍三郎，非常
勤講師鳥山間i布， JJ手JI＼＊，］・純夫ならびに光lflt'ftであった。これらのうち，行総， l品目，（，111,<iそ多， JI＼村は主lζ主l
構造学の立場かちi両q・）乱長￥｛造のlif究を進め， 1J1j乙，光rnは気象学の立場から外！＇ IZJ条件である臥の研究を進めるという研



















18. 酎風構造研究部門 63 
(a）送風機























































































































































































































































































































































































































































































充足し進行している。この，i柑Hこより昭和49£j三にJ手 1.技官 1' 
























(49, 54, 55），議j込火1-IJ北部（50), トカラ硫
貴島火11 (51 ), fi]!X;{:/j之瀬火山（52），有珠火
山（53）等の調査研究に出動した。このことにより一時経理した臨南諸品の火山のf;.¥,l測を再開する ζ とになった。主











































































































名称 竺L 所在地 （一一 観測計士一手
10. 持木水位井 [MOT／鹿見島市東桜島町持木） 自記水位計
原 i



























































吉L1コw子nペコ． 所在地 7金。r主ljト' I 度I 度 標高 :li 言成十＊分， m 
烏耳文 TTT 鳥取市内護寺 35 30 52.9 134 14 16. 0 10 VSPH NEV 
多If!. TRT 鳥取票日野郡日南l!J 35 06 07. 8 133 12 05. 8 480 10s NV DMP 10s V 
倉音 KYT 鳥取県倉奇市 35 26 21. 2 133 50 01. 9 100 VSPH V 
鹿野 SNT 鳥取県気高1¥1鹿野lJ 35 24 37.8 134 01 13. 3 200 VSPH NEV 
智頭、 CZT 35 16 10. 1 134 17 36. 8 300 VSPH V 
久米 QMT J!Yi] I訂正L久米1¥1久米tlJ 35 05 18.6 133 50 56. 8 330 10s NV DMP 10s V 
三日月 MZT 兵庫県佐用部三思月間・ 34 59 12.0 134 26 40. 5 200 VSPH NEV 
大屋 OYT 兵庫県養父郡大毘町 35 19 18. 5 134 39 56. 8 230 VSPH NEV 
y出(._ IZT 兵j事県加西117可内町 34 58 20.0 134 53 15.5 230 VSPH NEV 
氷上 HMT 兵庫県氷上部氷上lJ 35 13 35.5 135 02 36. 6 250 VSPH V 
北陸 託kJ 福井県鯖江市下新庄町 35 56 15.0 136 12 45.0 20 VSPH NEV 
小松 KMJ 石川県小松市大野町 36 21 52. 3 136 30 20. 6 70 VSPH NEV 
福井 FKJ 福井市西荒井町 36 05 38.9 136 07 24.0 90 VSPH NEV 
勝山 KAJ 福井県勝山市片瀬 36 02 55. 2 136 31 41. 3 300 VSPH NEV 
今住 IMJ 福井県南条郡今J±町 35 47 53.4 136 18 10. 0 240 VSPH NEV 
美浜 MHJ 福井県三方郡美浜町 35 31 50. 2 135 58 44. 2 260 VSPH NEV 
浅井 AZJ 滋賀県東浅井郡浅井町 35 28 38.0 136 19 26.0 370 VSPH N E.V 























(c) テレメーター集録・解析装1ft: (d) 木月号線if!J坑道内記録宰
写真…2.16 北 i；長椴小地従観測所








































































































































本観測所は宮崎市の南方約 1kmの宮崎前大字加江田字深田にあり，昭和50年3JHζ沼地約 3000m2を購入， 10月
から本館鉄筋コンクリート造2階建延230m九観測窓鉄筋コンクリート造平麗建56.4 m2の建設及び観測坑道（水平



























































































































































































































































































































































































本研究センターの定員は，弁相Jは所内改組による振終えの教授し lJ教綬 l，助手 l，事務官 l，と増員による教


















































































































































の伸縮計に同時に strainstepが観樹された例として， 1966年3月12B 





































































































































































































歪変化とは限らないζとを明らかにした。次いで三雲は 1970年秋田県南東部に発生した地震（M 口 6.2) 




断層lζ沿い，おそらく 100cm/sec以上のi二り速度で断摺を形成しつつ， 2.5 km/se C 
根尾谷断｝欝南半部では 7sec以内iζ平均 7mの大きい変位を生じ，金原南方で梅原断絹と…の；寄方Lfliへ宝Jjる潜在断柑

































































I. I. 4 地殻及び上部マントノレの締造
地震発生の場である地殻とJ二部マントノレの構造は，地震の発生機構や地震予知の基本的't1¥f報を与えるものである。
ζれまで行われて来た研究には a）プレートの沈み込みを含む上部マントルの 3次元速度携造や不均質性 b）奥方性
c）上部地殻構造の局地投，心地護法速度の時間的変化などがある。
a) 典型的 SubductionZoneである日本列島下の最上告j）マントノレ摺造特に沈み込むフOレートの位置や厚さ，達し



































手取JI＼ダム砕石発破を利用し， 2年間の Vpの時間的変化を誠べ， 30msを超える変化がないことを確めた。
安藤らは宇治地i涯において，数百メートルの1JlU線上で， 0.2 msecの精度で地下浅部の地震波速度の精密連続観言語
を行なった。この結果，約 400m の深さまでの縦波速度は，大気圧の変化に対し極めて敏感で，変化率は大気正 l
mbarの変化に対し2×10-296であることがわかった。このような地震波速度の高い変化率は，地表付近の地層の:4
i涜率が高く，空隙の形状比がかなり小さいためと考えられる。




















































ている。これらのデータの信号入力の夕、、イナミックレンジは地殻変動の場企 66db, :t也長波の場合 78dbである。






























































露・ 3三朝においてそれぞれ深さ 90, 350 mの升二戸内の水温が水品楓度計によって0.01℃yJJ二の精度で連続的に測定さ






I. 2. 1 地震波動の伝播
心地震波の発生と伝嬬
地震の震源での種々のパラメーターや地震波の通過してきた地球内部の物理情報を得るための dataprocessi刊の




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































上にあり， 一つの構造線を意味するのかも知れない。加久勝カルデラに発生する群発地長について， 石原 ・須藤は2
?
つの 3点観測網を用いて地下構造を推定し， 石原は昭和54年 3月先生の群発地震の地震の移動を明らかにした。
た， 震央より 7km地点の吉松観測j室に設置した傾斜計には， 前駆現象とみられる大きな傾斜が検知された。
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1965 1970 1975 1980 
設出火 iLの主高地盤変動と 1LI点噴火活動














































Qt ERUPTION IN THE SUMMIT CRATER 
():, ERUPTION IN A PARASITIC CRATE問
d;p訊 UPTIONIN PARASITIC CRATERS 
AT BOTH SIDES 
2争 LAVAFLOWS 
., 3 
(9) EJECTεD MATERIAL> 10 M 
(9/ (9) 
忍 ot o,t ct ot一一一→
1935 39 1946 1955 































































































































































































































法の計算効率を数憶実験的に吟味し，効率のよい最適同定法として SP法（基準化 Powell法）， SDFP法（基準化
DFP 法）を提案した。とくに基準化方式はオーダーの異なる譲数定数をもっモデルの最適同定に格段の威力を発揮
することが確められた。













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1974年と1975年の二年度にわたって冬期の東シナ海で行われた気回変質観測計山i(AMTEX）には， Jt:1I ・ 
塚本・｝f長谷・林 が参加して多良間島と気象庁観測船啓愚丸の二地点での乱流輸送の在接測定を担当した。外洋上で







3. 1）。この観測は 2° N, 140° E の西太平洋亦道海域で行われたもので， ζの海域での平均的エネノレギー愉i去最は，
顕熱が 11 W /m2, fi熱が 80W/m2と AMTEXiJ或に比べて， itl}f:f＼輸送の役割が非常に大きく，水蒸気変動が重要
な役割を果していることが指摘された。また，このjfij：±浅は栴！とliJDHこH本にもたらされる降雨が源泉になっていると見












るために，近畿の 2地点における数十年｜！日の記録をJI]いて， l !lj:
j/!d単位でみた連りをザljとして取りあげ，連長の経験分布を求め，



























きわめて重要なものである。昭和49年を中心とした第 15次南極越冬隊には佐藤が参加し， 10m 下の雪i誌を観測す
ることによって年々冷気品の分布の推定を行い，その結栄から南極大内への海洋気候の影響について論じた。最近は
POLEX ~/l"Hfiiの一端として南極大陪の大気指環の研究を中島・井上らが1El~1 し， 1981年これを中心とする第22次越冬
践に井上らが参加してみず、ほ高原の大気下婚の三次元気象観測をりっている。これちの成栄をまとめて東南極大l去に
おける水i良之・熱収支の算定をqj・って南極大誌の雪氷の泌養・消耗の機構をIYJらかにしようとしている。
3. 3. 2 降水訳文
[))H世間に｛洪給された降水が，どれだけ蒸発し，どれだけ地表同を流れ，どれだけ土壌水となり，さらにどれだけ地
下水となって流れるかを究明することは，水資源そのものの存在を知ることであって極めて主要である。 ζの分野の



















































































































































































































このような考え方より発展した f空間モービライズド菌（SpatialMobilized Plane略称、 SMP)Jなる応力E互にもと
づけば，相異なる 3主応力下の応力一ひずみ特性から降伏条件までを統一的に規定できることを実測データによって
示した。特に， ζの SMPIこ者自して新たに提案した降伏条件は，いわゆる一平面表示すれば Mohr-Coulombの条
















































































































































































































































































































































































































主1lr1f1誌を襲ったもの）；台思91c;-01永良部品を襲ったもの）， 19781ifの台風18サ（北九州地方を襲ったもの）， 1979 
/,f台風16サ（近議地）jを襲ったもの）を対袈に調蕊をjj・った。このうち7705と7709については気象官暑のかなり近く



































































空間的規模は，風向方向に 60m，直交方向にも 60m 湿度で，その移動速度は風速と，ほほ間程度であるなどの現象
商での解析が進んでいる。この観測から，風速とその時間数分に関する統計量も得られていて， Skewness はj昆速が
0かやや負， i時｜部数分は1E，瓦urtosisは風速のガが3より小， JI年目立数分は3より大である。 GE）五分布のときに Skew-



















































五1!札河井は実験所敷地内に断面 60cm fq, i高さ 2.7 m のfl'J柱を建て，中央断I習における風圧を計測した。風向
方向には buffetingが，！乱肉店角方向には渦による変動力が卓越し，渦の発生j司波数成分では渦によるものが buf-








































































































乱れが存在しでも，模型周辺の流れの形態は背圧を基準に定めるζとができ， P.W. BearmanがSCDを k口 (1-























































































6. 自然災害全般にかかわ 181 
表－3.1 地域別の標準計画台風の特性
Area A B C 
(N~ffi u同：lua町nds/ 
Shikoku and Kinki すokaiand Kanto 
District (1rc;f向ectfr~ie) （四Pr~~~~ing Mie) ture 
elements at the time of landing 
central pressure depth, ilp (mb) 
return period 10 year/100 k;m 46 36 27 
25 year/100 km 63 53 39 
50 year/100 km 76 66 48 
100 year/100 km 89 79 57 
radius of maximum cyclostrophic 
wind, rm (km) 80 80 90 
direction of movement NNE NNE NNE 
(N-NE) (N-NE) (NNE-NE) 
speed of movement (km/hr) 35 45 50 
after landing 
filling rate, k, of dρ （hr-1) 
ratio of ilp to that at the time 
of landing 
2. 5 hours after landing 






























































は，土屋教授，野中教授，足立助教授等を編集委員とし，出災科学資料センターを窓口として， Journalof Natural 
Disaster Scienceを出版し，また，昭和56年度から自然災害科学会（会長松沢勲名大名誉教授〉という学会が発足した。
乙うした状勢のもとで，防災研究所は一層自然災害科学研究の中央的役割をはたすことが期待されているのである。














































年月日 名 科i 被災地域 死者・不明者数（人〉
36. 9 台風18号
（第2室戸台風〉
全国，特に近畿，四注！ 199 875 





39. 2. 2 桜島南岳噴火
グ 6.16 新潟地震 新潟，秋田， rli形 26 
グ 7.17～19 I前線豪雨 Crl1l弘北控 山陰，；iヒ睦 141 276 
が 9ト M 特長に野鹿児 i！ 21 
グ 9.24～25 51 
40. 8. 3 ！ 松代群発地良
I/ 9. 13～18 I合組24,25号 全国，特に揺升二 110 357 
グ 10.31 河蘇中岳噴火
41. 9. 5 I 台風18号 宮吉島，石塩島 。
グ 9.24～25I 台風24,26号 （北海道を除く），特に関東 314 585 



































































£！三月思 名 相i 被災地 J≫Y.; 死者・不明者数
43. 2.21 I えびの吉松地区地震 I 宮1詣，鹿児島 ! 3 
（えびの地震）
グ 5. 16 i十勝沖地震 ；東北北部，北海道南部 1 52 
グ 8.16～18 I 台風7号ー ［ 西日本，特に岐阜 135 307 
（飛104騨〉J!¥rfスヨ］＇.jl良
グ 8.22 台｝弘9号 。
が9.24～30 近畿j夕、西，特に九州 8 
44. 8.4～12 合！抵7号およひ;'J}1j高！去 中部，東北南部 64 
i説（ゲ 1）ラ来J:I託）
203 
が 8.20～24 台風9号 全国特に近畿 9 
II 9. 9 岐阜中部地）＆
グ 12.7 たつまき ：＼~，：播市
45. 8.20～23 台)fil,10号 担当！翁， i判請，近畿 42 ( 9号含む）
168 
II 9. 15 。
46. 7. 18 )lji'. 22 
II 8. 28～9. 1 台風23守 関東以西，特に東海，近畿
478 
グ 9.6～10 l 台風25号，豪雨 ！ 近畿，中部，関東 I 141 c台風23,25 
26号含む〉
47. 6.6～7. 23 I 前線豪雨，台風6, 1, ／全国（北海道を除く〉， I 477 
9号（47年7月豪雨） i 特に九州，中国（熊本死者123名〉
649 
グ 9.13～20 I 台風20号 内i主l，特に中国，四国東 97 
II 10. 2 桜島南岳噴火

























































年月 El 名 初i 被災地域 死者・不明者数
48. s. 21 I たつまき 石川県押水町 。 115 
49. 5. 9 1 伊豆半島沖地震 29 
グ 7.3～l 1 i台嵐8号，前線豪雨 中部以西 I 143 
（七夕豪雨〉 特lζ呑Jil，大分，兵庫（小豆島） 362 
が 7.24～25 低気圧． 近畿東南，東海 10 
50. 1. 23 熊本県一の宮町
（開蘇1＇（：発地民）
グ 4.21 大分県中部地以
グ 8.16～25 台風5, 6サ ！金問酬を除く） 143 
205 
11 9 I T空刊誌13号 。
51. 9. 7～14 I 台風17号，前線豪雨 全国，特に呑Jil，間11 169 247 
52. 7. 25～8. I I 台風5 沖縄 6 
グ 8. 2～14 I有珠山噴火 3 
507 






























































190 m3 1JF 4先 ｛占 動
年月日 名 科i 被災地域
53. 1. 14 i伊豆大島近海地震 イ弄 東京
II 2, 28 たつまき 太田区，江東区，市川市，鎌ヶ ； 
谷市
II 5 ！子容（福間渇水） 九州北部，瀬戸内沿岸
5.18 妙高土石流 新潟県中頚城郡
グ 6.12 宮城県沖地震
II 9. 15 合思.18号 北九州
II 9, 16 たたつつままき 湖田辺市IU平
グ 9.29 
II 10. 24 有珠山土石流
54. 9. 4 台風12号 西日本
／ 9. 6 阿蘇tj:i岳噴火
グ 9.24～10.21同ミj 合嵐16号 全 i主i
グ 10.14～20 台風20号， 全国
グ 10.28 御岳山噴火
5. 5. 18 1セントヘレンズ火峨火！米国
II 9. 28 I 仁！永良部島新岳噴火
グ 10.10 I アノレジェワァ地震
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白石成人・松本勝・武内陸文・佐伯英和：鏑平箱桁継菌の鴻鼓動特性に関する実験的研究，訪災研年報，第21号B-
2, 1978, pp. 93-112. 
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白石成人・松本 勝・小川哲治・加藤 ！在：自然強思に対する長大橋梁の空方不規則i応答特性lζ関する研究，防災研
年報，第22号 B-2,1979, pp. 37-47. 
5.4 風洞実験
5.4.1 静止模型の風；問実験
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